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物  質  名 メタクリル酸メチル ＤＢ－48 

別   名 
メチルメタクリレート 
2-メチルプロペン酸メチル 
MMA 

C A S 番号 80-62-6 
PRTR 番号 第 1 種 320 
化審法番号 2-1036 

構 造 式 
 
 
 
 
 

分 子 式 C5H8O2 分 子 量 100.12  
沸 点 100.5 ℃ 1） 融 点 －48 ℃ 1） 
蒸 気 圧 38.5 mmHg (25℃) 2） 換 算 係 数 1 ppm = 4.1 mg/m3 (25℃)  
分 配 係 数（log Pow） 1.38 3） 水 溶 性 1.5g/100g (30℃) 4） 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 3,625 mg/kg 5）  
 マウス 吸入 LC50 18,500 mg/m3 (2ｈ) 5）  
 ラット 経口 LD50 7,872 mg/kg 5）  
 ラット 吸入 LC50 78,000 mg/m3 (4ｈ) 5）  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・Wistar ラットに 0、0.46、4.6、136 mg/kg/day を飲水に添加して 2 年間投与した結果、雌の 136 
mg/kg/day 群の雌雄で実験初期に一時的な体重増加の抑制、雌で腎臓相対重量の増加がみら

れたが、組織検査では異常を認めなかった 6）。この結果から、NOAEL は 136 mg/kg/day であ

った。 
・アルビノラット 3 群に対して、それぞれ 3 ヶ月間で 2,750 mg/kg、5 ヶ月間で 5,500 mg/kg、8

ヶ月間で 8,125 mg/kg を経口投与した結果、投与期間に対応した肝臓組織の変化、胃潰瘍、

生化学的な変化（血清酵素活性の上昇）の増加を認めた 7）。 
・Fischer 344 ラットに 0、102.4、408.6、1,621.7 mg/m3 を 2 年間（6 時間/日、5 日/週）吸入させ

た結果、408.6 mg/m3 以上の群で鼻腔の嗅覚領域における組織病理学的な変化（神経上皮の萎

縮、粘膜下組織の萎縮、基底細胞の形成不全、線毛のある嗅上皮の置換、粘膜下組織の炎症）

を認めた 8，9）。この結果から、NOAEL は 102.4 mg/m3 (暴露状況で補正；18 mg/m3）であっ

た。 

生生生    殖殖殖    ・・・    発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・Sprague-Dawley ラットに 0、110,000 mg/m3 を妊娠 6 日目から 15 日目までに吸入（1 時間/日）

させた結果、約 20％の母ラットが死亡した。また、胎仔で早期死亡、骨化遅延、体重及び頭

尾長の減少を認めた 10）。この結果から、LOAEL は 110,000 mg/m3(暴露状況で補正；4,580 
mg/m3)であった。 

・ラットに 0、4,100 mg/m3 を妊娠 6 日目から 15 日目（5 時間/日もしくは 2 時間/3 日）に吸入

させた結果、胎仔に骨化遅延と吸収胚の増加を認めた 11，12）。この結果から、LOAEL は 4,100 
mg/m3 であった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質は職業暴露で皮膚、眼、粘膜への刺激作用が報告されている。また、感受性の高いヒ
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トに対して皮膚感作を誘発する可能性があり、職業性の喘息も報告されている 13)。 
・時間荷重平均 50 ppm の暴露を受けた労働者 40 人（うち 32 人の暴露期間は 10 年を超える）

で中程度の気道閉塞が報告されており、また 112 ppm を超える暴露を受けた労働者の 19%に

咽喉の刺激と頻繁な咳が認められた 14)。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：3 15） 

  実験動物及びヒトでの発がん性に関して十分な証拠がないため、IARC の評価では 3（ヒトに

対する発がん性については分類できない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 

 ACGIH 16） TLV-TWA 50 ppm（205 mg/m3） 
TLV-STEL 100 ppm（410 mg/m3） 

 

 日本産業衛生学会  －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 136 mg/kg/day（腎臓

組織等に有害な影響を認めない）を採用し、暫定無毒性量等として設定する。 
 吸入暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 102.4 mg/m3（鼻腔の

神経上皮の萎縮、粘膜下組織の萎縮など）を採用し、暴露状況で補正した 18 mg/m3 を暫定無毒

性量等として設定する。 
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